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Summary
　Application	of	alkaline	compounds	is	an	effective	method	for	suppressing	absorption	of	cadmium	（Cd）	from	soil	by	plants.	








　Cd	concentration	 in	the	 leaves	and	stems	of	 the	agricultural	 lime	group	was	0.11	µg	g − 1	dry	matter	（DM）,	which	was	
significantly	lower	than	0.22	µg	g− 1	DM	in	the	calcium	carbonate	group	and	0.30	µg	g− 1	DM	in	the	control	group.



















































土壌 pH（H2O）が 6.95 となる量を予め中和石灰法
により求め、供試土壌 1000g あたり CaCO3 は 3.6g、
また苦土石灰は 10.5g を、いずれも粉末として混入
することにより行った。














ぞれ Cd 濃度をICP-MS 法で内標準元素にロジウム
（Rh）を用いて分析することにより求めた。






茎葉部の生育は、炭カル区が 21	g 個体− 1 および



















みられなかったが、苦土区では 0.13µg 乾物 g−1と対
照区および炭カル区よりも有意に低くなった。
（3）植物体中 Cd 含量












分含有率 90 〜 95%と仮定して乾物あたりに換算する
と0.5 〜 1.0µg 乾物と推定される。本研究の対照区



















図 2　オクラの Cd 濃度に及ぼす炭酸カルシウムおよび苦土石灰施用の影響
（n=5,	異なる文字間で p<0.05 で有意差あり）
表 1 オクラの Cd 含量に及ぼす炭酸カルシウム
 および苦土石灰施用の影響





対照 5.3 （0.66） a 0.76 （0.10） a
炭カル 4.1 （1.04） ab 0.76 （0.05） a











試験でコマツナの Cd 吸収抑制に土壌 pH以外の要
因が関与することも示唆されている 10,	13）が、要因
の解明はなされていない。




植物体中の Ca および Mg 濃度を分析していないの
で、Cd吸収に対するCa および Mg の影響を論ずる
ことはできない。また、植物の Cd 吸収抑制に対す
るCaとMg の影響の比較、植物の Cd 吸収に対す
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